
主催 ［地下1階/1階]

●利用者同士で最低1ｍ（できれば2ｍ）の距離を保ってください。
●大声での会話はご遠慮ください。
●館内での飲食はできません。（熱中症対策の水分補給は除く）
●休憩場所の机、椅子は1階に3脚、4階に2脚です。
●万一感染者が出た場合に備えて、氏名、連絡先の収集にご協力ください。
●エレベーターは車椅子もしくは足の不自由な方のみのご利用となります。
●十分な間隔をとっていただくため、各居室に入場できる人数に制限があります。
●ゴミはお持ち帰りください。
●プレゼント等差し入れはお控えください。
ご不便をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

新・今日の作家展2020 再生の空間   
9/22～10/11　10:00～18:00　入場は17:30まで

毎年テーマを設定して同時代の作家の作品を展覧し、現代

の表現を探る「新・今日の作家展」。今回は〈再生の空間〉を

テーマに、地主麻衣子の新作映像インスタレーションと、

山口啓介の大型絵画作品を展示

主催 ： 横浜市民ギャラリー

第1回 GAL 2018展
9/29～10/4　10:00～18:00 ※初日14:00～、最終日～15:00

京都造形芸術大学通信教育部卒業生による油彩画グループ展

主催 ： GAL 2018

2020年第31回神奈美会員展
10/6～10/11　10:00～17：00 ※初日15:00～

絵画、陶芸、染・織、創作人形等、会員の日頃の創作作品を

展示 

主催 ： 神奈川美術協会

Zhang Zuyi写真展：横浜散策・鎌倉散策
10/6～10/11 10:00～18:00 ※初日14:00～

10年間撮り続け、リラックスと感動の光景作品56枚

主催 ： 留日預校撮影会

スタッフから横浜市民ギャラリー展覧会スケジュール 2020年10月～2021年2月

第33回 神奈川書家三十人展
11/25～11/29 10:00～18:00

神奈川を代表する書家30人の新作を展示。チャリティー小

品展併催

主催 ： 神奈川新聞社

Art School+Yokohama 
Student Exhibition.No,7
11/25～11/29 10:00～18:00 ※最終日～16:00

アートスクール横浜に通う生徒の絵画作品展示発表会に

なります

主催 ： 株式会社 雪下堂美術（アートスクール横浜）

第32回 雨聲会 横浜書展
11/25～11/29 10:00～18:00

子供から大人まで書道作品を展示。原杉風回顧展も併設

します

主催 ： 雨聲会 横浜支部

第50回世界児童画展 神奈川県展
11/28～11/29 10:00～18:00 ※最終日～15:00

神奈川県の入選・特選を中心に国内、海外の児童画約200点

主催 ： 公益財団法人美育文化協会

10月

第57回 神奈川県高等学校書道展
12/9～12/13 10:00～18:00 ※最終日～16:00

高校生による書道作品の展示。県下の公私立高校の作品約

800点  

主催 ： 神奈川県高等学校文化連盟 書道専門部会

PHOTO PAL CLUB 展 MOMENT
2/2～2/7 10:00～17:00 ※初日13:00～

「MOMENT」それぞれの瞬間を捉えた写真愛好家15人の

個展  

主催 ： PHOTO PAL CLUB 

橘学苑高等学校デザイン美術コース
15期生卒業作品展
2/3～2/7 10:00～18:00

橘学苑高等学校デザイン美術コース15名の卒業作品の

展示をします  

主催 ： 橘学苑高等学校デザイン美術コース 
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［全室] 第33回 川へのドア展
2/3～2/7 10:00～18:00

横浜国立大学教育学部美術科「中尾誠教室」卒業生による

展覧会 

主催 ： 川へのドア

神奈川県警察職員美術展
2/10～2/13 10:00～18:00

神奈川県警察職員等が、制作した絵画、写真、書道、手工

芸の作品 

主催 ： 一般財団法人神奈川県警友会

神奈川県高等学校定時制通信制
生徒作品展
2/10～2/13 10:00～18:00

定時制・通信制「生徒作品展」（美術・書道・写真・手芸・工芸）

主催 ： 神奈川県高等学校定通教育振興会

所蔵作品の管理について
横浜市民ギャラリーには、当館で開催された展覧会等をきっかけに収蔵された作品が約1,300点あり、その
内容は油彩、日本画、版画、写真、素描・水彩、彫刻、書、そして漫画と多岐に渡ります。所蔵作品は毎年
「横浜市民ギャラリーコレクション展」でテーマに沿って紹介していますが、通常は館内にある収蔵庫で保
管・管理しています。管理にあたってはIPM（総合的有害生物管理※）の手法を取り入れ、庫内の観察やこま
めな清掃、美術作品の保管において重要な温湿度のデータ収集・分析を日常的におこなっています。また、
隔月で学芸員が施設全体の環境を点検し、その結果、部分的な消毒をすることもあります。作品は継続的
に順次点検調査し状態を把握するとともに、必要に応じて修復やクリーニングを実施しています（いずれの
業務も専門家の助言を取り入れています）。

※IPM ： Integrated Pest Management=総合的有害生物管理。なるべく薬剤を使わずに複数の防除手段を合理的に併用し、
文化財（美術品）にとって有害な生物の施設内への侵入を防ぐことでカビ等を生育させない、予防を第一とする管理手法。

お知らせ

情報誌に掲載する広告募集について
横浜市民ギャラリーでは、2021年度発行の「画廊散歩」「ギャラリーマップ」等の情報誌に掲載する広告を
12月下旬頃から募集予定です。配布先は、横浜市内の美術施設や画廊、公共施設、学校など。展覧会や
貴店のイベントの広報・宣伝に、ぜひご活用ください！
申込の詳細は、12月下旬頃当館のホームページをご覧ください。ご応募お待ちしております。
https://ycag.yafjp.org/

［お問合せ］横浜市民ギャラリー
　　　　 〒220-0031 横浜市西区宮崎町26-1
　　　　 TEL 045-315-2828　FAX 045-315-3033

東急田園都市線
横浜市営地下鉄横浜市民ギャラリーあざみ野催し物ピックアップ 「あざみ野駅」最寄駅

この展覧会情報は、２０２０年6月末に主催者からいただいた情報を基に作成しております。
ご利用をキャンセルされた催事は掲載しておりません。
また今後、主催者の都合や、新型コロナウイルス感染防止のため、展覧会の中止、延期、
開催日時や開催時間の変更等がある場合がございますので、必ずご来館前に、当館の
ホームページもしくは電話にて、最新情報をご確認ください。

横浜市民ギャラリー　Tel.045-315-2828　https://ycag.yafjp.org/

ご注意ください！

横浜市民ギャラリーの総合情報誌
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このパンフレットは、カーボンオフセットにより制作に伴うCO2排出をゼロにしています。
オフセットクレジットの提供者 ： アズビル株式会社

新型コロナウイルスの影響により、イベントの中止・延期等がございます。最新情報は、ホームページ等でご確認ください。

山口啓介「地球・爆」第10番より《黒い泪》2012年 アクリル、顔料、キャンバス 227.3×181.8cm
撮影 ： 怡土鉄夫

新・今日の作家展2020 再生の空間
New "Artists Today" Exhibition 2020　Space of Rebirth 

※2020年6月21日時点の情報です。主催者の都合等により情報が変更されることがあります。
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横浜美術館 みなとみらい線「みなとみらい駅」
JR・横浜市営地下鉄「桜木町駅」催し物ピックアップ

［お問合せ］〒220-0012  横浜市西区みなとみらい3-4-1
　　　　 TEL 045-221-0300 FAX 045-221-0317　
　　　　 https://yokohama.art.museum
　　　　 ※2021年3月より大規模改修のため休館

最寄駅

アンリ・マティス《待つ》1921-22年
油彩、カンヴァス　61.0×50.0cm

愛知県美術館蔵

黄金町エリアマネジメントセンター 「日ノ出町駅」
「黄金町駅」催し物ピックアップ 最寄駅 京急線

作品クリーニングの様子 作品点検の様子

作品の下に敷いているスノコの清掃 館内消毒の様子

新型コロナウイルス感染症拡大防止のためのお願い
●来館前に検温をお願いします。37.5℃以上の方は来館をお控えください。
●来館時にマスク着用、検温、手指消毒又は石鹸による手洗いをお願いします。

参考作品「心臓ら」2019 パフォーマンス
photo: Kenji Seo

黄金町バザール2020－アーティストとコミュニティ
第1部 ： 2020年9月11日（金）～10月11日（日）
第2部 ： 2020年11月6日（金）～11月29日（日）
11:00～19:00　※開場日数49日　木曜休場（10/8を除く）

「黄金町バザール」は横浜・黄金町で 2008 年から毎年開催
しているアートフェスティバルです。黄金町では「アートによ
るまちづくり」の一環として、アーティストがまちに滞在して
作品を制作する「Artist in Residence(AIR)」を展開してい
ます。第1部は黄金町AIR参加アーティストから42組、第2部
は国内外のゲストアーティスト9組が、京急線高架下に広が
る「まち」を舞台に作品展示を行います。アーティストとコ
ミュニティの関係、その可能性について問いかけます。

［お問合せ］特定非営利活動法人黄金町エリアマネジメントセンター

　　　　 〒231-0054　横浜市中区黄金町1-4先 高架下スタジオSite-B
　　　　 TEL 045-261-5467　FAX 045-325-7222
　　　　 http://koganecho.net/koganecho-bazaar-2020/

過去の黄金町バザール開催風景
（作品: スピーク・クリプティック

《From Our Hands To Our Many Mouths》2018）

あざみ野コンテンポラリーvol.11　関川航平展
2020年10月10日（土）～11月1日（日） 22日間　10:00～18:00　※10月26日（月）休館
横浜市民ギャラリーあざみ野　展示室1　入場料無料

美術という枠や社会的評価にとらわれず、様々なジャンルの
アーティストが行っている表現活動に目を向けたシリーズ展
「あざみ野コンテンポラリー」の第11回として、関川航平
（1990年宮城県生まれ）による個展を開催します。本展で
は、言葉とは異なるコミュニケーションの方法を模索する関
川による、新作や新作パフォーマンスなどを初公開します。
会期中開催される関連イベントなど詳細は決定次第、ホーム
ページでご案内します。

［お問合せ］〒225-0012  横浜市青葉区あざみ野南1-17-3  
　　　　 アートフォーラムあざみ野内

　　　　 TEL 045-910-5656　FAX 045-910-5674

　　　　 https://artazamino.jp/

トライアローグ
横浜美術館・愛知県美術館・富山県美術館　20世紀西洋美術コレクション

2020年11月14日（土）～2021年2月28日（日）
10:00～18:00　※入館は17時30分まで
休館日 ： 木曜日（2021年2月11日を除く）、
2020年12月29日（火）～2021年1月3日（日）、2月12日（金）

大型公立美術館3館が誇る西洋美術コレクションから、ピカソ、
クレー、ミロ、エルンスト、ダリ、マグリット、ポロック、ベーコン、
ウォーホル、リヒターらの、約120点の作品により、表現手法と概念
の刷新が繰り返された20世紀の西洋美術の足跡をたどります。



予  告

横浜市民ギャラリーゆかりの作家たち　vol.19　山口啓介

山口啓介《歩く方舟のfragment/water line 3》2019年
アクリル、水彩、紙（ボード） 23.9×27.2㎝（作家蔵）

WEB企画「お休み中の展示室に花を咲かせよう！」
臨時休館中の展示室が200点以上のお花で彩られました

報  告

編集・発行 ： 横浜市民ギャラリー（公益財団法人横浜市芸術文化振興財団/西田装美株式会社 共同事業体）　発行日 ： 2020年10月1日　デザイン ： 太田博久
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横浜市民ギャラリー

電車
● JR・横浜市営地下鉄「桜木町駅」から徒歩10分　※紅葉橋交差点を過ぎて左斜め　 の道を進みます。
●京急「日ノ出町駅」から徒歩8分　※野毛坂交差点を戸部方面に右側歩道を進み　 の坂道を上がります。

バス
●市営バス103・292系統「戸部1丁目」から徒歩2～4分
（横浜駅方面から103系統に乗り、戸部1丁目で下車すると徒歩2分）
●市営バス89系統「野毛坂」から徒歩4分
●市営バス8・26・58・101・105・106系統「紅葉坂」から徒歩7分

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、定員を通常の9名

　から、3名+車いすの方1名に減員しての運行となっております。

※運行時間はおよそ15～20分間隔です。通常ダイヤでの運行ではありません。

※運行時刻は9時45分桜木町始発、18時00分横浜市民ギャラリー最終発です。

ただし展覧会初日と最終日は、始発・最終発の時刻が変更となる場合がありますのでご注意ください。

※時刻は変更の可能性がございますので、最新の情報をお確かめのうえ、ご利用ください。

※第3月曜日、年末年始は休館日のため運行がありません。また、展示のない日も全便運休です。

※交通事情、天候、施設状況等により運行が変更になる場合があります。

※ご利用の際には、マスクの着用をお願いします。

ご利用ください　送迎車サービス
桜木町駅 ⇔ 横浜市民ギャラリーを無料で巡回

おからだの不自由な方、高齢者に配慮した無料送迎サービスです。

車いすのまま、ご乗車可能です。

〒220-0031横浜市西区宮崎町26-1

TEL 045-315-2828　FAX 045-315-3033　https://ycag.yafjp.org/

10：00～18：00（入場は17：30まで）毎月第3月曜日、年末年始休館

 　https://facebook.com/ycag1964         @ycag1964

JR桜木町駅東口タクシーのりば付近
から出発  ※上記地図をご覧ください。

お休み中の展示室に花を咲かせよう！
2020年5月14日（木）～6月10日（水） 28日間
会場 ： 横浜市民ギャラリー展示室B1  
　　　 ※WEB上でのみ公開

応募点数 ： 204点
参加者年齢 ： 1歳～93歳

参加者居住地 ： 横浜市、川崎市、相模原市、大和市、
藤沢市、鎌倉市、逗子市、平塚市、秦野市、東京都、
千葉県、富山県、京都府、大阪府、奈良県、香川県、
広島県、福岡県、佐賀県、熊本県、イギリス、その他海外
＊実施レポートを当館ホームページのブログに掲載してい
ます。ぜひご覧ください！

新型コロナウイルスの影響で臨時休館中、WEB企画「お休み中の展示室に花を咲かせよう！」を
実施しました。みなさんが制作したお花の絵や工作を撮影して送っていただき、休館中で真っ白
な状態の当館展示室に届いた写真を飾ることで花を咲かせていくという企画。続々と作品が寄
せられ、日を追うごとに明るく賑やかになっていく展示室の様子をSNSで日々配信しました。
横浜の方はもちろん、県内外や海外からもご参加があり、最終的に集まったのは204点。1歳か
ら93歳まで幅広い世代の方が、それぞれに魅力あふれるお花を届けてくださいました。中には
何度もリピート参加してくださった方、ご家族で楽しまれた方、グループで制作された方も。
SNSを活用した企画は当館では初めての試みでしたが、「気持ちがとても明るくなりました」
「誰もが在宅で楽しめる素敵な企画」など、たくさんのメッセージもお寄せいただき、反響を呼
びました。緊急事態宣言下で他者と接する機会が限られる中、美術を通じて人と人がつながる
心温かな企画となりました。

「横浜市こどもの美術展―未来へつなぐHistory & Memory」
みんなの思い出・メッセージをWEB公開中！

今年は開催中止となった「横浜市こどもの美術展」では、展覧会に代え、みなさんの本展にまつ
わる思い出やメッセージを募集しました（募集期間：5月30日～7月5日）。お寄せいただいたメッ
セージとともに、1965年から半世紀以上続く本展の歩みを振り返るWEB特集「横浜市こどもの
美術展－未来へつなぐHistory & Memory」を当館ホームページ上で8月から公開しています。
みなさんの心に刻まれた「横浜市こどもの美術展」の思い出や時代が感じられる写真など、気軽
にお楽しみいただける記事となっています。ぜひご覧ください！

新・今日の作家展2020 再生の空間
New "Artists Today" Exhibition 2020　Space of Rebirth

「新・今日の作家展」は、横浜市民ギャラリーが開館した1964年から40年にわたっておこなった
「今日の作家展」の理念を受け継ぎ、2016年より始動した展覧会です。これまで、同時代の表
現を多角的に取り上げ、幅広い世代の作家の作品を通して現代美術を考察してきました。
本年は〈再生の空間〉をテーマに、身近な場所あるいは世界で起こっている事象に向き合い、
未来を志向していく行動と日常への関心を喚起するような制作をしている作家を紹介します。
個人的な物語をテーマとしたドローイングや小説の制作から発展し、映像、インスタレーション、
パフォーマンスなどを総合的に組み合わせた「新しい種類の文学」を制作する地主麻衣子。
歴史上の事柄を多面的にとらえ、版画、絵画、立体といったさまざまな表現方法により、自然
と人間が共存するイメージの世界を描き続けてきた山口啓介。移ろい過ぎ去っていく現在を見
つめつつ、不変的な視点を持ち合わせた作家の実践は、時間的持続の際限なく、その作品を観
る者に記憶の再生や物事の再考を促します。さらに、新型コロナウイルスの影響により新しい
生活が展開される今日の状況において、私たちの生やとりまく環境、社会を繰り返し認識して
いくような視点を提示します。
横浜では同時期に、現代美術の国際展であるヨコハマトリエンナーレ2020「AFTERGLOW―
光の破片をつかまえる」が開催されています。本展は、ヨコハマトリエンナーレにも呼応し、今日
性を映した表現を紹介することで、多層的な世界にアクセスしながら思考の回路をつないでい
くことを目指します。　

「地球・爆」について
「地球・爆」は、10人の画家（岡本信治郎
を中心に、伊坂義夫、市川義一、大坪美

穂、小堀令子、清水洋子、白井美穂、松

本旻、山口啓介、王舒野）による絵画プロ

ジェクトです。このプロジェクトは、20世紀
以降に起こった戦争や災害が、地球とそこ

に暮らす人類にもたらすものをテーマに、

F150号（227.3×181.8cm）を基本サイズ
とした約150枚の絵画パネルで構成されて
います。本展では、「地球・爆」から山口啓

介に加え、岡本信治郎、伊坂義夫、市川

義一による共作を展示する予定です。

山口啓介さんは1962年生まれ、兵庫県出身の現代美術家です。1985年に武蔵野美術大学を卒業、1980
年代後半に方舟を描いた大型銅版画作品で注目を集め、1990年には初個展を開催、また横浜市民ギャラ
リーの「第26回今日の作家展 トリアス」に参加しています。1992年にニューヨーク、同年から翌年フィラデ
ルフィアに滞在、その際アメリカ人と交わした会話を契機に原子爆弾を主題とした作品を制作します。
1995年から2年間デュッセルドルフに滞在。その後、ゲーテのあらゆる植物には原形があるとした「原植
物」思想や解剖学者・三木成夫の著作に影響を受け、花や植物をモチーフとした平面、および植物と樹脂を
用いてつくる「カセットプラント」の制作を開始。一方2005年にはイラク戦争で使用された劣化ウラン弾で
被曝した子どもをモチーフとした《DU Child》を発
表する等、世界で起きる出来事への視点も持ち
続けます。2011年3月に起きた東日本大震災の
直後からは、後に「震災後ノート」と呼ぶ日記を
つけ始め、現在に及びます。これまで国内外で
の個展、グループ展は多数に上ります。また、当
館にも作品《O-Line》（1992年）が収蔵されて
います。
「新・今日の作家展2020 再生の空間」では2003
年、画家の岡本信治郎・伊坂義夫両氏がアメリカ
同時多発テロ（2001年）に呼応して企画をスター
トし、山口さんも参加する10名の画家による共作
「地球・爆」（※欄外上部参照）より、“20世紀以
降の戦争や災害が人類にもたらしたもの”をテー
マとする作品を出品します。

予  告

自立心をはぐくむ　子どものためのアトリエ講座

予  告

幼児・児童が対象の造形を中心とするアトリエ講座「ハマキッズ・アートクラブ」。活動を通じて子
どもたちに「自分で考える」「自分できめる」「自分でする」ことの楽しさや醍醐味を体験してもら
い、子どもたちが大人になるために必要な自立心を得ることを目的とし、開催しています。自分で
最後までがんばるからすてきな作品ができあがる、そんな経験をしてもらえたらと考えています。

からっぽの展示室が素敵なお花畑に！たくさんのご参加ありがとうございました。

第2回横浜市こどもの美術展　1966年

出品作家 山口啓介  YAMAGUCHI Keisuke地主麻衣子  JINUSHI Maiko

※事前申込制、参加無料

●対談「電気まぶたの世代」
地主麻衣子×中尾拓哉（美術評論家）
9月26日（土）14:00～15:30　
会場 ： 4階アトリエ

●対談「二つの、3月11日／震災後とコロナ後の世界」
山口啓介×徐京植［ソ・キョンシク］（作家、東京経済大学教授）
10月3日（土）14:00～15:30　
会場 ： 4階アトリエ

※開催情報と参加方法の詳細は当館ホームページをご覧ください。
※上記の他、ギャラリートークをオンラインで配信する予定です。

関連イベント

山口啓介「地球・爆」第8番より《白虎 リヴァイアサン》《進化論・退化説》2019年　アクリル、顔料、キャンバス　4枚1組　各227.3×181.8cm
撮影 ： 怡土鉄夫

山口啓介「地球・爆」第8番より《死海 ファルージャ》2019年　アクリル、顔料、マスキングテープ、キャンバス　4枚1組　各227.3×181.8cm
撮影 ： 怡土鉄夫

地主麻衣子
《Lip Wrap / Air Hug / 
Energy Exchange》2020年 
HDビデオ 2分29秒

地主麻衣子《欲望の音》2018年　HDビデオ　69分 ＊参考作品

新・今日の作家展2020　再生の空間
2020年9月22日（火・祝）～10月11日（日） 10:00～18:00（入場は17:30まで）
横浜市民ギャラリー　展示室1、B1    入場無料　会期中無休
主催 : 横浜市民ギャラリー（公益財団法人横浜市芸術文化振興財団／西田装美株式会社 共同事業体）
※新型コロナウイルス感染症拡大状況、その他諸般の事情により、展覧会および関連イベントの内容が変更となる場合があります。
　ご来場前に必ず当館ホームページまたは電話で、最新の情報をご確認ください。

ハマキッズ・アートクラブの様子

声を描いてみよう！
思いっきり大きな声、ひっそり声、たか～い声に、なが～い声。
声には表情がたくさん！いろいろな声を出して、聴いて、描いてみよう！

12月6日（日）10：30～12：00

スチロールアート

宇田川純子（アーティスト）

小学1～3年生　25名（抽選）

1,500円（材料費込）

つくりたいもののパーツを考えたら、切って、貼って、組み立てて！
スチロールで好きなものをつくってみよう。

2021年1月24日（日）13：30～16：00
講 師

対象・定員

参 加 費

4階アトリエ
2021年1月5日（火）

会 場

申込締切

河上祐子（当館学芸員／エデュケーター）

小学3～6年生　10名（抽選）

500円

講 師

対象・定員

参 加 費

4階アトリエ、展示室、収蔵庫ほか
2021年2月23日（火・祝）

会 場

申込締切

紙であそぼう！紙でつくろう！
紙はとても身近で楽しい素材。紙をつかって何してあそぼうかな？何をつくろうかな？

2021年2月21日（日）10：30～12：00

横浜市民ギャラリーまるごと探検ツアー
市民ギャラリーってどんなところ？コレクション展を見たり、
作品を保管している収蔵庫など普段は入れないバックヤードを探検しよう！

2021年3月14日（日）10：30～11：30

三ツ山一志（造形教育家）

幼稚園・保育園の年少～年長に
相当する幼児と保護者　15組（抽選）

講 師

対象・定員

一組1,500円（材料費込）

4階アトリエ
2021年2月2日（火）

参 加 費

会 場

申込締切

扇谷一穂（ミュージシャン、アーティスト）

幼稚園・保育園の年長に
相当する幼児　25名（抽選）

講 師

対象・定員

1,500円（材料費込）

4階アトリエ
11月17日（火）

参 加 費

会 場

申込締切

各コース16名（応募多数の場合は抽選）

各コース6,000円（全4回分）

鉛筆、木炭、コンテ、パステル等のデッサン道具（油絵具以外）、クロッキー帳（F6～木炭紙大サイズ）、
固定ポーズデッサン用の紙（木炭紙大画用紙か木炭紙）
※カルトン（画板）、イーゼルは無料貸出

Aコース 10/29（木）必着　

Bコース 12/24（木）必着

定 員

参 加 費

持 ち 物

申込締切

◎ホームページの申込フォーム
　ハマキッズ・アートクラブ
　https://ycag.yafjp.org/lecture_child/
　大人のためのアトリエ講座
　https://ycag.yafjp.org/lecture_adult/

◎直接来館
横浜市民ギャラリー4階事務室へお越しください。

申込後の流れ
●抽選結果は申込締切後、全員に「返信はがき」「メール」「FAX」のいずれかでお知らせします。締切日を1週間過ぎても
　返信がない場合はお問合せください。
●より多くの方が参加できるように、無断キャンセルは行わないでください。
●参加費は、講座当日にアトリエ受付にてお支払いください。大人のためのアトリエ講座は、参加費をお振込みいただいた
　時点で参加が確定します。

申込共通の注意事項
●親子と、きょうだいで年齢が該当する場合は、連名で申込めます。お友達、ご親戚と一緒のお申込はできません
　（ハマキッズ・アートクラブ）。
●複数の講座に申込む場合は、別々にお申込ください。
●定員に達していない場合は、講座開催日の前日まで電話での申込を受付けます（先着順）。
●定員が実施可能な人数に満たない場合は、開講を見合わせる場合があります。
●申込の際に提供された個人情報は、申込された事業にのみ利用し、その他の目的で利用することはありません。

ハマキッズ・アートクラブ
〈ホームページの申込フォーム〉〈直接来館〉
大人のためのアトリエ講座
〈往復はがき〉〈ホームページの申込フォーム〉〈直接来館〉

申込方法
◎往復はがき（大人のためのアトリエ講座のみ）

往信

郵便往復はがき

横
浜
市
西
区
宮
崎
町
二
六
の
一

横
浜
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
大
人
の
た
め
の
ア
ト
リ
エ
講
座
」係

220-0031 返信

郵便往復はがき

（
ご
自
分
の
住
所
）

（
氏
名
）

①希望の講座名

②氏名（ふりがな）
③年齢
④郵便番号・住所
⑤電話番号

63
63

※消えるボールペンを使用しないでください。

クリエイティブな時間を過ごす　大人向けの講座

横浜市民ギャラリーでは、創作活動やレクチャーを体験することができる「大人のためのアトリエ
講座」を開講しています。「新しい生活様式」を守りながら、制作する楽しさを感じたりさまざま
な知識を取り入れたりする場をつくります。
※新型コロナウイルス感染症拡大状況により、中止または定員を変更する等して開催する場合があります。

オープンスタジオ・人体クロッキー（着衣）
Aコース・Bコース

Aコース　11/19（木）、11/26（木）、12/3（木）、12/10（木）
Bコース　2021年1/21（木）、1/28（木）、2/4（木）、2/11（木・祝）
各日14：00～16：30

※最新の講座募集情報につきましては、当館ホームページ等をご覧いただくか、当館へお問い合わせください。

講座イメージ

油絵に挑戦！ 

東麻奈美（アーティスト）

小学4～6年生　25名（抽選）

2,200円（材料費込）

油絵の具ってどんなえのぐ？初めてでも大丈夫。
モチーフをよく観察して、小さなキャンバスに油絵を描いてみよう。

11月28日（土）13：30～16：00
講 師

対象・定員

参 加 費

4階アトリエ
11月10日（火）

会 場

申込締切

以下のいずれかでお申込ください。応募多数の場合は抽選です。

2020年度後期

※締切後、当選の連絡を受けた方が講座に参加できます。
※新型コロナウイルス感染症拡大状況により、中止または定員を変更する等して開催する場合があります。講座参加者募集中！

2020年度後期講座

「横浜市こどもの美術展」の
思い出・メッセージ募集中！
みなさんの「横浜市こどもの美術展」の思い出・メッ
セージを引き続き募集しています。1965～2019年の
新旧さまざまな思い出をぜひお寄せください！メッセー
ジは「横浜市こどもの美術展2021」で紹介予定です。
たくさんのご応募をお待ちしています。

[募集締切] 2021年6月8日（火）
＊募集の詳細は当館ホームページをご覧ください。

モデル（着衣）を目の前に、参加者のみなさんが、それぞれのペースや目標でクロッキーとデッサンに取り組む
講座です。
講師による指導はありませんが、担当スタッフが在室します。




